
高まる衛生対策ニーズ

　近年、衛生管理や環境負荷低減を

重視する社会的潮流を受け、脱臭技

術や安全性に配慮した製品が求めら

れています。とくに医療・介護施設、

公共交通機関、飲食施設では悪臭や

感染症対策の重要性が高まり、簡易

かつ迅速に衛生処理できるツールの

需要が拡大しています。

　用途としては、駅構内・車両・飲食

店など人の多い場所での嘔吐物処理

が代表例です。嘔吐物は強い不快臭

をともなうだけでなく、衛生面でも作

業者の負担が大きいため、処理時間

の短縮と安全性の確保が求められま

す。また、感染予防意識の高まりから、

抗菌機能を備えた製品が選択される

傾向にあります。

振りかけるだけの迅速処理

　こうした背景を踏まえて開発された

のが、嘔吐物処理剤「おそうじ番」です。

本製品は、当社が培ってきた脱臭技術

を応用しており、振りかけるだけで悪

臭をすばやく抑制します。さらに抗菌

剤の配合により、腐敗にともなう二次臭

気の発生を抑える点が特長です 図1 。

また、高吸水性基材により水分を吸収

し、短時間で固化する設計としていま

す 図2 。

　使用方法は非常にシンプルです。嘔

吐物全体に均一に振りかけ、2～3分置

くと水分を吸収して固化します。その

後、ほうきでかき集め、可燃ごみ★とし

て処分します。嘔吐物の量に応じて使

用量を調整できるため、無駄なく効率

的に処理が可能です。

　駅構内、飲食店、学校、医療機関、

観光施設など、迅速な対応が求められ

るさまざまな場面で活用が可能です。

多用途展開の可能性

　「おそうじ番」は嘔吐物処理にとどま

らず、多様な分野での活用が期待され

ています。

介護・福祉分野4

高齢者の嘔吐・排泄トラブル時
の衛生負荷軽減や業務効率化へ
の活用。

飲食業界4

ジュースなどの飲料のこぼれ処理
や生ごみなどからの異臭発生時の
応急対応。

ペット関連分野4

動物病院やペットショップでの排
泄物処理・消臭用途。

USE CASE

　今後も評価試験を重ねながら、より

安全性と機能性を高めた製品改良を

進めていきます。

Product Information

図1  ハロー法による一般細菌に対す
る抗菌評価結果

図2  模擬胃酸（pH2）条件下における吸水・中和・固化の様子
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清掃のストレスをゼロへ  ̶̶  迅速な衛生処理を実現
おそうじ番®

嘔吐物処理剤

Photogr aph for：

京都工場QCサークル発表大会
京都工場は1年間の勉強会を経て1968年に
QCサークルを組織化、同年に外部発表を実
施。四日市工場は1962年に勉強会を始め、
1968年にQCグループが結成された。

Photogr aph for：

大潟工場ZD体験発表大会
大潟工場はZD活動からはじめ、1978年に
キックオフを行った。写真は第1回ZD体験
発表大会の様子。東京工場、市川工場は
1979年のPM活動からスタート。

Photogr aph for：

第1回QC本部発表大会
QCサークル発表大会は1975年から開催さ
れ、第3回大会からは四日市、大潟、東京、
市川の各工場が参加し、以後、工場間の相
互啓発、交流が一段と活発化する。

全社のQCサークル活動を一本化
創業以来、「品質第一」の思想を貫いてきた当社。BtoBへと軸足を移した
その翌年の1974年には、製造部門内のQCサークル活動を一本化し、全社
TQCへの足がかりを築きました。

　当社の品質を重んじる社風は、創業

当初より培われてきました。創業者の

一人である小野茂平は品質尊重の精神

を全従業員に植えつけ、それは今日に

至るまで全社に浸透しています。

　QCサークルの土壌が作られたのは、

1960年頃のこと。製造現場のレベル

アップを図る教育が一段と活発化して

いた時代に遡ります。当時、教育に使わ

れたのは若手技術者により作られた「現

場の科学」という教材でした。その内容

は多岐にわたり、「化学の基礎」「化学・

機械・電気工学」「計測」「品質管理」な

ど現場で必要とされる知識が網羅され

ていました。

　1965年頃になると、全国的にQCサー

クルの結成が広がりはじめます。当社

の各工場でも、実質的なQCサークル

が組織化されはじめ、1970年に全工

場で組織化が完了したことを機に、名

称をQCサークルに統一します。1974

年には製造部門レベルでの体系化を完

了、QC委員会内規を発効し、各工場の

QCサークル活動が一本化されました。

　この取り組みによって、BtoB市場で

信頼を確立するための品質管理の指針

が全社で共有されました。創業の精神

である「品質第一」は、QCサークルとい

う形で現場に根づき、受け継がれてき

たのです。今も形を変えながら、私たち

の日々の仕事の中に生き続けています。

「品質第一」を貫く
BtoB集中を支えた
全社管理体制の確立

参考文献
第一工業製薬100年史、第一工業製薬株式会社、 
P101,P122～123（2011）

第一工業製薬八十年史、第一工業製薬株式会社、 
P219～225（1990）

用語解説
QCサークル活動：現場の従業員が小グループで品質
向上や業務改善に取り組む活動（小集団改善活動）。

ZD活動：不良ゼロ(Zero Defects)を目標に、ミスや不
具合を未然に防ぐ品質改善活動。

PM活動：設備の安定稼働を目的とする保全活動。生
産保全（Productive Maintenance：設備を良好に維持）と
予防保全（Preventive Maintenance：故障前に点検・整備）
の考え方に基づく。

DK Sの歩み

DKS 
Chronicle

1974

1922年に製品規格の統
一と生産効率化を実施。
1924年には職務分掌を
改訂し、「原料や製品の
品質を化学・物理試験で
検査」と規定。品質チェッ
クは研究係の責任とされ
た。1925年、小野茂平
（当時専務）は、全社員が
めざすべき標語を創案し、
「能率増進」とした。以
来、年初にはその年の活
動方針を示す年頭標語
が掲げられた。

A号玄武印マルセル石鹸、モノゲン
がJISに指定されたことを報じた社
報（1951年9月号）。

社 訓

「品質第一」
実現に向けた  
取り組み

製品統一指令（1922年10月）
と能率増進計画の中で標準
化の実施事例（1925年1月）。

初期の品質管理記録表。

・悪臭拡散を防ぎながら 
迅速に処理するのは困難

・作業者の心理的・衛生的 
負担が大きい

・数分で固化  
・悪臭を素早く抑制
・ほうきで回収し、可燃ごみ★ 
として処分可能

通勤時間帯に駅構内で嘔吐事例が発生した場合

case study

おそうじ番散布なら従来の清掃では

ひと振りで、
サッと片付く。 
そんな快適さを 
カタチにしました。

バリア領域 
（ハロー）

おそうじ番 おそうじ番
紹介動画
（抗菌・吸水・消臭） 
スマホで 読 み 取れる
QRコードまたは下記
URLからご覧ください
https://www.youtube.com/
watch?v=bwe8ZkJjKBE

おそうじ番

模擬胃酸 おそうじ番に
模擬胃酸を入れる

すばやく吸水し 
模擬胃酸を中和

倒しても溢れ 
出さない（固化）

★廃棄に関する注意 ： 廃棄方法は自治体により異なります。血液が混入した場合など例外となることがありますので、各自治体の指示に従ってください。

※おそうじ番は現在、第一工業製薬が販売しています。
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